
（ ） （ ）事例 小学校図画工作科 つくりたいものをつくる 美濃地区 Ｎ小学校
１ 題材について

対 象 学 年 小学校 第３学年

学習指導要領 第３学年及び第４学年の内容 Ａ表現（２） ア、イ Ｂ鑑賞

題 材 名 「わくわく大根カーニバルグッズをつくろう （全９時間）」

○楽しいカーニバルグッズを自分の表し方で表すために、和紙とその他の材料を組み題 材 の 目 標

合わせたりして、表すことを楽しもうとする。 【造形への関心・意欲・態度】

○楽しいカーニバルの様子を想像し、自分がつくりたいものをもち、それに合わせて

計画を立てたり、新たな発想を加えたしりながらつくる。 【発想や構想の能力】

○和紙とその他の材料の組合わせに合わせて接合方法を考え、それにあった用具を選

んで使う。 【創造的な技能】

○地域素材である和紙に関心をもち、和紙とその他の材料の組合わせによる表現の美

しさや面白さを見付ける。 【鑑賞の能力】

基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫配 慮 事 項

○題材指導計画作成上の工夫

・総合的な学習で行っている「大根づくり」との関連を図ることや、自分たちの地

域に根ざした伝統ある和紙素材を取り入れて活動することで、題材や素材に親し

みをもち、関心を高めるようにする。

・４観点から本題材の基礎的・基本的な内容を具現化し、単位時間における指導内

容を明確にする。特に、児童が表したいことを見付け、形や色、和紙素材などを

生かしながら、その表し方を楽しむことを大切にする。その過程では、児童が豊

かな発想や構想、その子らしい感じ方や技能などの力が働いており、その力を伸

ばすように共感的な指導・援助をする。

、 、「 」・作品鑑賞では 学級の実態や発達段階を考慮し カーニバルファッションショー

を位置付け、実際に製作した作品を身に付けるなどし、題材に関する意欲・関心

を最後まで貫ける指導計画とした。

○単位時間における工夫

・美濃市教育委員会主催の「創造展 （和紙造形の部）のこれまでの作品を数多く」

見ることで鑑賞の能力を伸ばし、自分の表現の参考にするよう指導・援助する。

・ねらいから見た児童の課題を作品や観察などから把握し、評価規準をもとに個に

応じた指導・援助ができるようにする。

・評価規準に達するために援助を要する児童について、指導の手だてを具体的に設

定し、その都度、指導・援助していくようにする。

参 考 資 料 ①鑑賞資料：美濃市創造展作品（写真・スライド）

②指導資料：

・１／９で子どもたちが見付け出した和紙による表現

（形への関心を高めるために）

・６・７・８／９での導入に提示する教師による参考作品

（色や形への関心を高めるために）

・接合方法を示した掲示 ・鑑賞用作品展示人形



２ 題材の評価規準

ア 造形への関心･意欲・態度 イ 発想や構想の ウ 創造的な エ 鑑賞の

能力 技能 能力

【表現】 感じたこと、想像 表したいことに 表し方や材料

内 表したいことを表すために、形 したことなどをも 合わせて、手な の感じの違い

容 や色、材料などを見ることに関 とに、よさや美し どを働かせ、形 が分かり、親

のご 心をもち、それらを生かし、組 さなど感じたこと や色などの特徴 しみのある美

まと み合わせたりして、思いを表す などから、表した やそれらの組合 術作品やその

との 体験を深めることに関心をもち いことを発想し、 わせの感じを生 製作の過程な、

ま評 表すことを楽しもうとする。 それに合わせて、 かし、前学年ま どのよさや面

り価 【鑑賞】 美しさや用途など でに経験した材 白さなどにつ

規 自分たちの作品や身近な造形作 を考え、計画を立 料や用具などの いて、話し合

準 品などの表し方や材料による感 てるなど構想をす 特性を生かして うなど関心を

じの違い、よさや面白さなどに る。 表し方を工夫す もって見る。

関心をもとうとする。 る。

【表現】 楽しい大根カーニ 和紙とその他の 和紙とその他

題 楽しい大根カーニバルグッズを バルの様子を想像 材料を組み合わ の材料の組合

材 自分の表し方で表すために、和 し、自分がつくり せ、それに合っ わせによる表

の 紙を中心にその他の材料を組み たいものをもち、 た用具などを自 現の美しさや

評 合わせたりして、表すことを楽 それに合わせて計 ら選んだり、工 面白さに関心

価 しもうとする。 画を立てたり新た 夫して使ったり をもち、作品

規 【鑑賞】 な発想を加えるな しながら、表現 のよさを見付

準 地域素材である和紙に関心もち どして構想をす 活動を進める。 ける。、

和紙素材を使った表現の美しさ る。

や面白さを味わおうとする。

学 ①自分の表し方を大切にし、意 ①形と形 色と色 ①根拠をもって ①自分や友達、 、

習 欲的に和紙素材を使って表す 形と色などの組 接合方法を選 の作品のよ

活 ことを楽しむ。 合わせによって 択し、順序や さを見付け

動 ②和紙素材を使った表現の美し 美しさや面白さ 方法などを考 合い、色や

に さや面白さを見付け、自分の の感じが違うこ えながらつく 形を工夫し

お 作品づくりに生かそうとする とを意識しなが る。 た和紙素材。

け ら自分の表した ②形と形、色と の表し方の

る い思いをふくら 色、形と色な 美しさや面

具 ませる。 どの組合わせ 白さに気付

体 ②つくりたいもの によって、和 く。

の の色や形、大き 紙素材の美し

評 さ製作手順や必 さや面白さを

価 要な道具や素材 感じながら自

規 を考え、構想を 分らしい表し

準 練る。 たい感じにな

るまで形を変

えてつくる。



３ 指導と評価の計画（全９時間）

（１）授業の流れ

第１次 題材との出会い・・・・・２時間

第２次 構想を練る・・・・・・・１時間

第３次 もとになる形をつくる・・２時間

第４次 和紙素材表現の追求・・・３時間

第５次 鑑賞・・・・・・・・・・１時間

（２）題材の指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○和紙素材の ＜ア－②＞ ○観察 ○美濃市創造展の

参考作品を 和紙表現の面白さをみつけよ ○和紙素材を ・作品の美し 作品集（写真、

鑑賞するこ う。 使った表現 さや面白さ スライド）を

とで、つく の美しさや を積極的に 紹介し和紙素材

ってみたい ○和紙を使った参考作品を見て和 面白さを見 話している の面白さを味わ

表現方法を 紙素材のよさを見付ける。 付け、自分 ○作品 わせ、意欲化を

見付け出す ○白い和紙素材にふれ、どんな表 の作品づく ・見付けた和 図る。。

現が出来るか見付け合う。 りに生かそ 紙表現を実 ○子どもたちが見

うとする。 際に和紙で 付け出した表し

表してい 方を今後の授業

る。 に生かせるよう

。資料として残す

２ ○参考作品の ＜イ－①＞ ○「イメージ ○美濃市創造展

鑑賞をもと 和紙を使った大根カーニバル ○形と形、色 カード」 の作品集をもと

に自分の思 グッズを考えよう。 と色、形と ・簡単な図や に和紙の表現や

いをふくら 色などの組 文で考えた 他の素材との組

ませる。 ○どんなグッズを作ったら楽しい 合わせによ ことをメモ 合わせを具体的

かグループの友達と話し合いイ って美しさ している。 に提示する。

メージをふくらませる。 や面白さの

○「イメージカード」につくりた 感じが違う

いものを書き込む。 ことを意識

しながら、

自分の表し

たい思いを

ふくらませ

る。

３ ○つくりたい ○自分がつくりたいものを決め ＜イ－②＞ ○「アイデア ○具体的なイメー

もののイメ る。 ○つくりたい カード」 ジが浮かばない

ージを明確 ものの色や ・つくりたい 児童には、作品

にするため 自分がつくりたい大根カーニ 形 大きさ ものの具体 集をもう一度見、 、

に 色や形 バルグッズの計画を立てよう 制作手順や 的なイメー せる。、 、 。

大きさ、製 必要な道具 ジがもてて ○製作時間が５時

作手順や必 ○自分がつくりたいものの簡単な や素材を考 いる。 間であることを

要な道具や アイデアスケッチを「アイデア え、構想を ・製作手順の 考えて計画を立



、 。素材を考え カード」にかく。 練る。 見通しがも てるようにする

構想を練る ○製作手順と必要な道具や材料を てている。。

書き出す。

○参考資料の ○いくつかの参考資料から、接合 ＜ウ－①＞ ○ネームプレ ○接合方法の選び４

鑑賞をもと 方法の違いを知る。 ○根拠をもっ ート 取りが出来ない５

に根拠をも て接合方法 ・板書に位置 児童には、製作

って接合方 材料のくっつけかたを工夫し を選択し、 付けた名札 意図に応じて、

、 、 。 。法を選択し て もとになる形をつくろう 順序や方法 の貼り付け 方法を示唆する

材料を組み などを考え ができてい ○選び取りは出来

合わせなが ○材料の形や大きさ等から、接合 ながらつく る。 たが美しく接合

ら、自分が 方法を選択する。(ステイプラ る。 ○観察 出来ない児童に

つくりたい ー、木工用ボンド、針金等) ・有効な接合 は、示範を通し

ものを組み ○本時を振り返った自己評価をす 方法を選択 て具体的に指導

立てる。 る。 して作業を する。

○安全に注意 進めた。 ○接合方法ごとに

しながら用 ○自己評価 コーナーを設置

具を使う。 する。

○形と形、色 ○本時の活動の見通しをもつ。 ＜ア－①＞ ○観察 作品 ・色や形に対する６ 、 、

と色、形と ○自分の表し 自己評価カ 関心をさらに高７

色などの組 和紙のおもしろい使い方を工 方を大切に ード めることのでき８

合わせを試 夫して大根カーニバルグッズ し、意欲的 ・表したいこ る参考作品を提

すことで様 をつくろう。 に和紙素材 とがよく表 示し、製作への

々な美しさ の表現方法 現できるよ 意欲化を図る。

や面白い感 ○自己課題をもつ。 を工夫する うにあきら ・意欲はあるが具。

じになるこ めないでて 体的な方法に結

とに気付き ○自己課題に基づいて製作する。 いねいに活 びつかない児童

新たな発想 ・グループごとに分かれて製作す 動している には、和紙表現。

を加えなが る。 の掲示を再度見

、 、 。ら、自分の ＜ウ－②＞ ○観察 作品 るよう援助する

表したい感 ○形と形、色 聞き取り

じになるま と色、形と ・和紙素材に ・製作を早く行う

、で工夫して 色などの組 向かい、広 児童に対しては

表す。 合わせによ げる、並べ 鑑賞コーナーを

って、和紙 るなどして 設定し、掲示用、

○活動を振り返る。 素材の美し 新たな発想 の人形に作品を

・自己評価をする。 さや面白さ を加えよう 取り付けて、さ

を感じなが としている らに工夫するよ。

ら自分の表 ○評価カード う指導・援助す

したい思い ・工夫したこ る。

をふくらま とを具体的 ・目立ってがんば

せる。 に書いてい った児童を抽出

る。 し、仲間の援助

や手助けがあっ

てできたことを

位置付ける。



○作品発表を ＜エ－①＞ ○「ファッシ ○作品は、総合的９

して、自分 カーニバルファッションショ ○自分や友達 ョンショー な学習の時間で

や友達の作 ーをして、作品のよいところ の作品のよ カード」 行う「だいこん

」 、品の表し方 をいっぱい見付けよう。 さを見付け ・作品の美し パーティー や

や、材料の 合い、色や さや面白さ ３学期に行う

生かし方な ○グループごとに、自分がつくっ 形を工夫し が、表し方 「学習発表会」

どのよさを たものを自分の身に付け、登場 た和紙素材 や材料の生 に使うことを伝

見付け、表 する。 の表し方の かし方など える。

現の美しさ ○みんなで 「ファッションショ 美しさやお の観点で、 ○作品は、鑑賞用、

や面白さに ーカード」によさを記入し、発 もしろさに 書いている 作品展示人形に。

共感する。 表し合う。 気づく。 ○発言 グループごと展

○グループごとに、グッズを鑑賞 ・意欲的に発 示し、作品完成

用作品展示人形に飾り付ける。 言しようと に対する満足感

している。 につなげる。

４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・形と形、色と色、形と色などの組合わせを試すことで、様々な美しさや面白い感じになるこ

とに気付き、新たな発想を加えながら、自分の表したい感じになるまで工夫して表す。

（２）本時の位置

６・７／９時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○本時の活動の見通しをもつ。 ・第１時で子どもたちが見付けた色々導

・製作手順・方法 な和紙表現の掲示、接合方法を示し入

・道具の扱い方 た掲示、美濃市創造展の作品写真掲

示をコーナー資料とし、学習環境を

○全体課題を確認する。 整えておく。

・発言を全体課題の下に観点別に位置

和紙のおもしろい使い方を工夫して 付けて板書し、一人一人が本時工夫

大根カーニバルグッズをつくろう。 したいことをもてるようにする。

・色や形に対する関心をさらに高める

○自己課題をもつ。 ことのできる参考作品を提示し、製

・特に自分が工夫したいことを、自分 作への意欲化を図る。

の作品を具体的に見せながら発言す ・ネームプレートの活用により工夫が

る。 具体的にもてない児童の参考にさせ

・教師による参考作品を見る。 る。

・いくつかの自己課題に整理された板

書に、全員ネームプレートを貼る。

○自己課題に基づいて製作する。 ・意欲はあるが具体的な方法に結び付展 ＜ウ－②＞

・グループごとに分かれて製作する。 ◎形と形、色と色、 かない児童には、作品のよさを取り

形と色などの組合 上げ賞賛することで意欲付けし、具

・ペンチ・錐などの道具は使用専用コ わせによって、和 体的に工夫するとよいところをいく



ーナーで使う。 紙素材の美しさや つか示し、各コーナーに出向くよう

・ステイプラーや透明ボンドなど、み 面白さを感じなが 勧め、活動に対する見通しをもたせ

んなで共有して使うものは、持ち出 ら、自分らしい表 る。

したら、黒板に自分の名前を書いて したい感じになる ・接合でつまずいている児童には、接開

いく。 返したら、名前を消す。 まで形を変えてつ 合方法を示した資料コーナーに出向

・ 色和紙の材料コーナー」から、和 くる。 くよう勧め、確かめを行うよう声を「

紙を必要分持って行き、製作する。 〔観察、作品、聞き かける。

・製作途中 友達の作品を見合ったり 取り〕 ・形に関してつまずいている児童には、、 、

教え合ったりする。 和紙表現の資料掲示コーナーに出向

・環境設定にあるコーナー資料を見に 色の組合わせ くよう勧め、自分の作品に取り入れA

出かけ、工夫を見付け出す。 形の工夫 たい形を見付けるよう声をかける。

・自分の作品を鑑賞用作品展示人形に 独創性 ・色に関してつまずいている児童には、

取り付け、近くや遠くから鑑賞し、 色和紙の材料コーナーに出向くよう

新たな工夫を見付け出す。 勧め、小さく切った和紙をいろいろ＜ア－①＞

◎自分の表し方を大 な色の和紙の上にあてさせ、組み合

切にし、意欲的に わせて使うとよい色の和紙を選び出

和紙素材の表現方 せるよう声をかける。

法の工夫をする。 ・製作を早く行う児童に対しては、鑑

〔観察、作品、自己 賞コーナーを設定し、掲示用の人形

評価カード〕 に作品を取り付けて、さらに工夫す

るよう援助する。

新たな工夫A

意図性

集中

○鑑賞タイムで、お互いの作品を見合 ・目立ってがんばった児童を抽出し、ま

う。 仲間の援助や手助けがあってできた

○活動を振り返る。 ことを位置付ける。と

友達の作品を示しながら、すばらし・

いところを発表して広める。め

・自己評価をする。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例（本時）

【造形への関心・意欲・態度】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現していると 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断

具体の評価規準 判断した児童の具体的な状況例 した児童への指導の手だて

＜ア－①＞

○自分表し方を大切に ○自分の考えに基づき、手を休めることなく集中 ○土台となる形ができていることを

し、意欲的に表現方 して活動していた。特に、新たな表現を思い付 賞賛し、これからどんなふうにし

法の工夫をする。 き、色和紙の材料コーナーに出向き、どの色が ていきたいのか聞いたところ、同

自分の作品のイメージに合うのか、和紙を並べ じ形の連続を並べて貼っていきた

て色の組合わせを確かめて使っていた。また、 いことと、地の色に対してよく目

作品の全体像を知るために、鑑賞コーナーに出 立つ色を使いたいと語ったので、

向き、近くからや遠くから眺め、自分の思いと 和紙表現の資料コーナーに出かけ

照らし合わせながら活動へとつないでいた。 形を具体的に決めた。次は、色和

紙コーナーに出かけ、自分のマン

トをいろいろな色和紙にあてて使

う色を決めることができた。自分

の活動に見通しがもてたので、そ

の後は、意欲的に活動することが

できた。

（Ａ）の例



【創造的な技能】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現していると 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断

具体の評価規準 判断した児童の具体的な状況例 した児童への指導の手だて

＜ウ－②＞

○形と形、色と色、形 ○和紙表現の掲示コーナーに出向き、自分のイメ ○形についてつまずいていたので、

と色などの組合わせ ージに合う表現を見付け、ひも状にしてねじっ 和紙表現の掲示コーナーに出向く

によって、和紙素材 たり、重ねて貼ったり、ていねいな作業で美し よう勧め、自分のイメージに合う

の美しさや面白さを い形に整え接合していった。色に関しては、色 形や使ってみたい形を聞いたとこ

感じながら、自分ら 和紙コーナーで、配色を思案し、よく検討して ろ、一つを選び出した。それを土

しい表したい感じに から色を選び出して使っていた。立体的な表現 台となる色の上に貼るときどんな

なるまで形を変えて や平面的な表現に加え、自分が実際に身に付け 色にしたいか、色和紙の材料コー

つくる。 るときの動きやすさまで考えて製作した。 ナーに出向き決めていった。作業

はのりを中心に進めるところがほ

とんどだったので、接合の際のの

りの分量を実演して見せた。その

後、鑑賞コーナーに出向き、人形

につけて確認し、もう一枚違う色

を重ねていくことを自分で決めて

作業を進めていった。

（Ａ）の例



６ 参考資料

◎一人一人のよさや進歩の状況の評価を学習活動に生かす指導の工夫

◎個の学習状況に応じた教材・教具の多様な指導方法の工夫

色和紙の材料コーナー

鑑賞コーナー

和紙表現の資料掲示コーナー

美濃市創造展の作品写真掲示コーナー

接合方法を示した資料掲示コーナー



１／９ 時間

美濃市創造展の作品を見る。 どんな表現ができるか見付けあう。

板書に位置付ける。 次時に生かせるよう掲示に残す。

イメージカード２／９ 時間



３／９ 時間

アイデアカード

４・５／９ 時間

土台となる形をつくる。



接合方法を選択し、材料を組み合わせながら

土台となる形をつくっていく。

９／９ 時間

カーニバルファッションショー

音楽に合わせて、一人ずつ登場し、

自分の作品をアピールする。



カーニバルのリズムに合わせ、みんなで踊った （音楽の時間）。

児童玄関に作品展示



黒 板机列表
○：男子
△：女子材料・道具コーナー

色
○ ○〈技能〉Ⅳ △ △〈技能〉Ⅳ

和
１Ｇ ５Ｇ

○紙
△ ○△

Ⅰ〈ウ－②〉形
○ 〈技能〉 Ⅴ ○コ

和

ー

紙〈ウ－②〉形Ⅰ
ナ か○ ○〈技能〉 Ⅳ

ら○
こ

ー

〈ウ－②〉 ２Ｇ ○ ６Ｇ △
ん形Ⅰ ○
な
形
が△ △ △ ○
生
ま
れ
た○〈ア－①〉Ⅲ △
コー

３Ｇ ○ ７Ｇ
ナ△ ○ 〈ウ－②〉色Ⅱ ○ ー

△ ○ △ △
く〈ウ－②〉色Ⅱ
っ
つ
け○ △
る
と○ ４Ｇ ８Ｇ
き〈ウ－②〉色Ⅱ △ △ △
の
ヒ
ン○ △ ○ ○
ト〈技能〉 Ⅴ 〈ウ－②〉色Ⅱ
コー

ナー

〈ウ－②〉形に関するつまずき
〈ウ－②〉色に関するつまずき
〈ア－①〉意欲・関心のつまずき
〈技能〉 道具を扱うことのつまずき

予想されるつまずきに対する具体的な指導・援助
Ⅰ 「和紙からこんな形が生まれたコーナー」に出向くよう勧め、友だちが考え出したいろんな
表現を見ることで、自分の作品に取り入れたい考えが持てるように声をかける。

Ⅱ 「色和紙の材料コーナー」に出向くよう勧め、小さく切った和紙を色和紙の上にあてさせ、
組み合わせて使うとよい色の和紙を選び出せるように声をかける。

Ⅲ 作品のよさを取り上げ賞賛することで意欲付けし、具体的にもう少し工夫するとよいところ
をいくつか示し、各コーナーに出向かせる等して、活動に対する見通しをもたせる。

Ⅳ 「くっつけるときのヒントコーナー」に出向くよう勧め、接合方法を参考にさせたり、少し
めどがつくまで一緒に作業を行うことで、自信をもたせる。

Ⅴ 和紙同士ののりの接合におけるのりの分量を具体的に示して、自分でできるようにする。



評価個票例

「関心・意欲・態度」については、評価場面 「鑑賞の能力」については、前半と後半の２回

でＡであれば＋欄に、Ｃであれば－欄に一点 評価した結果を加算して平均化する。割り切れ

ずつ加えていく。＋と－の数の差が、評価回 ない場合には、後半の点数に近い数値を取る。

数の半分以上であればＡとする。

ＮＯ． 氏 名

関 発 創 鑑

＋ － ＋ －

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

作業に集中し黙々と取り組んでいる。三つ編みを工夫した形をいくつか関

つくりだし、仲間に積極的に提示した。

自分が身に付ける場面を考え、動くとひらひらゆれる形を生みだした。発

接合方法をよく考え、適切に接着剤を選んで使ったが、仕上がりがうま創

。くいかなかった。 ※ここには 特に印象に残った状況について記入、

ＡとＣについて判断した状況を必ず書く。鑑 形のおもしろさに気付いた。

「発想・構想の能力 「創造的な表現の技能」については、各評価場面で児童の実現状況の高」

まりに従って一点ずつ点数を加えていき、最終的な点数をもって、この題材での評価結果とす

る。０，１点がＣ、２点がＢ、３点以上がＡとする。


